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患者・医療人に選ばれる病院を目指して
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３
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携
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佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
当
院
）
で
は
、
地
域

医
療
を
支
え
、
質
の
高
い
総
合
診
療
医
を
現
場
で
育
成

す
る
目
的
で
、
こ
れ
ま
で
に
佐
賀
市
立
富
士
大
和
温
泉

病
院
、
国
立
病
院
機
構
嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
に
地
域
総

合
診
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
当
院
か
ら
各
セ

ン
タ
ー
に
総
合
診
療
医
を
派
遣
し
、
さ
ら
に
当
院
の
ス

タ
ッ
フ
が
各
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
て
実
践
的
な
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
度
、
第
３
の
セ
ン
タ
ー

を
鹿
島
市
の
社
会
医
療
法
人  
祐
愛
会  

織
田
病
院
に
開

設
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
織
田
病
院
は
他

の
セ
ン
タ
ー
と
異
な
る

特
徴
を
持
つ
、
中
規
模

の
地
域
中
核
病
院
で
す
。

当
院
で
は
、
今
後
も
多

彩
な
地
域
総
合
診
療
セ

ン
タ
ー
で
地
域
医
療
を

支
え
、
様
々
な
問
題
に

対
し
て
柔
軟
に
、
幅
広

く
対
応
で
き
る
質
の
高

い
総
合
診
療
医
の
育
成

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
る
令
和
４
年
10
月
22
日
、
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
連
携
病

院
長
会
議
が
３
年
ぶ
り
に
対
面
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
野
口
満

病
院
長
の
挨
拶
に
続
き
、
松
永
啓
介
佐
賀
県
医
師
会
長
、
吉
原
正
博

佐
賀
市
医
師
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
、
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
活
動
報
告
、
新
任
教
授
挨
拶
、
診
療
科
等
の
取
り
組
み
と
し

て
臨
床
倫
理
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
、
周
術
期
外
来
の
取
り

組
み
、
術
前
中
止
薬
管
理
ア
プ
リ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
織

田
正
道
先
生
よ
り
閉
会
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
対
面
形
式
で
の
開
催

の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
来
年
度
は
是
非
と
も

会
議
終
了
後
の
懇
親
会
開
催
に
対
す
る
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、

約
１
時
間
の
会
議
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
な
お
、
出
席

者
は
院
内
52
名
、
来
賓
41
名
、
合
計
93
名
で
し
た
。

　

本
院
は
、
慢
性
的
な
駐
車
場
の
不
足
解
消
及
び
本
院
に
通
院
さ
れ
る

患
者
さ
ん
の
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
、
南
駐
車
場
に
立

体
駐
車
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
立
体
駐
車
場
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
資
金
を
活
用
し
、
官

民
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
行
う
形
式
を
と
り
、
敷
地
内
薬
局
誘
致
に

応
募
し
た
事
業
者
に
よ
り
、
立
体
駐
車
場
の
建
設
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

立
体
駐
車
場
の
工
事
開
始
に
先
立
ち
、新
規
事
業
会
に
相
応
し
い「
一

粒
万
倍
日
」
の
令
和
４
年
12
月
12
日
大
安
吉
日
の
10
時
30
分
よ
り
、
佐

嘉
神
社
新
宮
を
斎
主
と
し
、
佐
賀
大
学
か
ら
は
、
寺
本
附
属
病
院
担
当

理
事
、
野
口
病
院
長
を
は
じ
め
関
係
者
、
事
業
者
か
ら
は
、
建
築
主
で

あ
る
Ｊ
Ａ
三
井
リ
ー
ス
建
物
㈱
、
日
本
調
剤
㈱
等
の
関
係
者
、
27
名
の

参
列
者
の
下
、
お
ご
そ
か
に
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
修
祓
の
儀
、
降
神
の
儀
、
献
饌
の
儀
、
祝
詞
奏
上
の
後
、

地
鎮
の
儀
で
は
、
野
口
病
院
長
が
苅
初
の
儀
で
盛
砂
の
芽
を
「
エ
イ
！

エ
イ
！
エ
イ
！
」
の
か
け
声
で
刈
り
取
る
動
作
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
関
係
者
に
よ
る
鍬
入
の
儀
、
鋤
入
の
儀
、
杭
打
の
儀
が
行
わ
れ
、

代
表
者
に
よ
る
玉
串
奉
奠
を
行
い
、
式
典
は
滞
り
な
く
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

立
体
駐
車
場
建
設
に
は
、
令
和
４
年
12
月
か
ら
令
和
５
年
９
月
ま
で

の
約
９
ヵ
月
余
り
を
要
し
、
ご
利
用
の
患
者
さ
ん
等
に
は
大
変
ご
不
便

を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
立
体
駐
車
場
完
成
後
は
、
現
在

の
駐
車
台
数
の
６
３
９
台
か
ら
最
終
的
に
は
９
４
９
台
と
３
１
０
台
増

加
す
る
と
と
も
に
、
立
体
駐
車
場
は
二
層
三
段
構
造
で
一
階
部
分
に
は

身
障
者
駐
車
場
を
42
台
分
確
保
し
、
歩
行
が
困
難
な
患
者
さ
ん
の
利
便

性
を
向
上
す
る
た
め
に
車
椅
子
置
き
場
も
新
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
立
体
駐
車
場
か
ら
病
院
正
面
玄
関
へ
の
動
線
で
あ
る
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
の
横
断
歩
道
に
は
、
ト
ラ
ス
構
造
の
頑
丈
な
屋
根
を
敷
設
す
る

こ
と
で
、
患
者
さ
ん
は
、
雨
の
日
等
で
も
一
切
濡
れ
る
こ
と
な
く
病
院

玄
関
ま
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
立
体
駐
車
場
に
隣
接
す
る
付
帯
施
設
の
一
階
部
分
に
は
、

調
剤
薬
局
が
配
置
さ
れ
、
受
診
後
駐
車
場
へ
向
か
う
動
線
の
途
中
で
お

薬
を
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
「
近
未
来
・
高
度
医
療
へ
の
対
応
」、「
地
域
医
療
へ
の
貢
献
」、「
教
育
・

研
究
機
能
の
強
化
」、「
病
院
管
理
・
運
営
の
効
率
化
」、「
地
球
環
境
へ

の
配
慮
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
開
始
し
た
本
院
の
病
院
再
整
備
も
最

終
段
階
と
な
り
、
令
和
６
年
３
月
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

病
院
施
設
も
一
新
さ
れ
、
立
体
駐
車
場
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
こ
の
機

会
が
本
院
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
へ
の
門
出
と
し
て
、
佐
賀
県
医
療
界
の

最
後
の
砦
と
し
て
躍
動
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

　

工
事
期
間
中
は
、
患
者
さ
ん
及
び
職
員
の
方
々
に
は
、
大
変
ご
不
便

を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

２
階
西
病
棟
に
は
、
悲
し
い
お
産
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
お
母
さ
ん
も
入
院
さ

れ
ま
す
。
冷
た
い
赤
ち
ゃ
ん
に
そ
っ
と
触

れ
な
が
ら
「
ご
め
ん
ね
」
と
泣
か
れ
る
お

母
さ
ん
の
お
姿
を
見
て
、
何
か
お
気
持
ち

に
沿
う
こ
と
が
出
来
な
い
か
、
私
た
ち
は
考
え
ま
し
た
。
お
別
れ
の

時
を
特
別
な
ひ
と
と
き
と
し
、
家
族
の
絆
を
高
め
ら
れ
る
、
そ
ん
な

心
の
ケ
ア
の
一
つ
と
し
て
、
私
た
ち
は
手
の
ひ
ら
く
ら
い
の
小
さ
な

赤
ち
ゃ
ん
で
も
抱
っ
こ
で
き
る
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ド
レ
ス
」
を
作
り
ま

し
た
。
ご
家
族
か
ら
は
「
か
わ
い
い
」「
抱
っ
こ
出
来
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
お
声
を
頂
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
私
た
ち
助
産
師
は
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
ド
レ
ス
を
通
し
お
産

に
か
か
わ
る
母
児
と
ご
家
族
の
物
語
が
意
味
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う

に
、
温
か
な
ケ
ア
を
今
日
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

地
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診
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長
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特
定
行
為
研
修
は
、
看
護
師
が
手
順
書
に
よ
り

診
療
の
補
助
と
し
て
特
定
行
為
を
行
う
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
、
病
態
生
理
や
臨
床
推
論
、
フ
ィ
ジ

カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
臨
床
判
断
能
力
と
特

定
行
為
を
活
用
し
た
臨
床
実
践
能
力
を
習
得
す
る

た
め
の
研
修
で
す
。

　

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
特
定
行
為
研
修

は
、
高
度
急
性
期
医
療
の
現
場
に
お
け
る
チ
ー
ム

医
療
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、
患
者
さ
ん
・
家

族
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
さ
ら
に
医
師
や
他
職
種
か

ら
期
待
さ
れ
る
役
割
を
十
分
に
担
え
る
人
材
の
育

成
を
目
的
に
、
令
和
２
年
10
月
に
開
講
し
ま
し
た
。

　

研
修
期
間
は
１
年
間
で
、
研
修
生
は
就
業
し
な

が
ら
受
講
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
３
期
生
と
し

て
当
院
よ
り
術
中
麻
酔
管
理
領
域
３
名
と
院
外
よ

り
糖
尿
病
関
連
２
名
が
受
講
中
で
す
。
こ
れ
ま
で

術
中
麻
酔
管
理
領
域
５
名

が
修
了
し
、
他
に
も
他
施

設
で
研
修
を
修
了
し
た
、

創
傷
管
理
関
連
２
名
、
糖

尿
病
関
連
１
名
、
緩
和
ケ

ア
関
連
１
名
、
計
９
名
が

在
職
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
行
為
研
修
修
了
者

は
、
手
術
部
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・

Ｃ
Ｃ
Ｕ
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ
、
外
来

等
に
所
属
し
、
次
の
よ
う

な
特
定
行
為
を
医
師
の
診

療
の
補
助
と
し
て
実
施
し
、

患
者
さ
ん
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
対
応
と
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

世
界
保
健
機
関 （
Ｗ
Ｈ
Ｏ
） 

は
、 

７
月
28
日
を 〝W

orld H
epatitis 

D
ay

〟（
世
界
肝
炎
デ
ー
）
と
定
め
、
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
の
ま
ん
延
防
止
と
差
別
・
偏
見
の
解
消
や
感
染
予
防
の
推

進
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
付
は

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
発
見
し
、
診
断
法
や
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
て

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
ブ
ラ
ン
バ
ー
グ
先
生
の
誕

生
日
に
由
来
し
ま
す
。

　

佐
賀
県
は
Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
が
多
く
、

肝
が
ん
粗
死
亡
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
で
長
年
推
移
し
て
い
ま
す
。
他

人
事
と
は
思
わ
ず
に
、
多
く
の
方
が
肝
炎
を
知
り
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、毎
年
佐
賀
県
内
の
医
療
機
関
・

行
政
・
患
者
さ
ん
、
多
く
の
関
係
者
が
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

　

当
院
で
は
食
道
か
ら
大
腸
ま
で
の
全
消
化
管
疾
患
お
よ

び
胆
道
系
疾
患
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
消
化
器
内
視

鏡
検
査
件
数
はCO

VID
19

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
一

時
的
に
減
少
し
ま
し
た
が
、 

２
０
２
２
年
度
はCO

VID
19

感
染
前
の
状
況
ま
で
回
復
し
、
年
間
６
０
０
０
件
程
度
の

検
査
件
数
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。
内
視
鏡
治
療
に
つ
い

て
も
粘
膜
下
層
剥
離
術
を
中
心
と
す
る
高
度
の
内
視
鏡
治

療
を
中
心
に
数
多
く
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ク
リ
ー
ン

コ
ロ
ン
の
概
念
に
基
づ
き
５
㎜
前
後
の
大
腸
ポ
リ
ー
プ
に

対
す
る
コ
ー
ル
ド
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
も
積
極
的
に
導
入
し
、

益
々
積
極
的
に
内
視
鏡
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
消
化
管
癌
患
者
さ
ん
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
目
指
し
、
昨

年
度
か
ら
進
行
消
化
管
癌
に
対
す
る
化
学
療
法
も
血
液
腫

瘍
内
科
と
協
力
し
な
が
ら
数
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
自
身
の
診
療
の
中
心
に
据
え
て
い
る
炎
症
性
腸
疾

患
（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）
は
、
病
態
解
明
の
進
歩
と
と
も
に
新
た
な

内
科
治
療
薬
が
次
々
と
登
場
し
、
個
々
の
患
者
さ
ん
の
病

態
に
即
し
た
治
療
選
択
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
若
年
者
に
多
く
発
症
し
長
期
に
わ
た
る
治
療
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
社
会
生
活
面
で
の
配
慮

な
ど
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

本
院
に
Ｉ
Ｂ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
多
職
種
が
関
わ
る
包

括
的
診
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
原
因
不
明
の

消
化
管
出
血
を
は
じ
め
と
す
る
小
腸
疾
患
に
対
し
て
、
カ

プ
セ
ル
内
視
鏡
や
バ
ル
ー
ン
内
視
鏡
を
用
い
た
小
腸
内
視

鏡
検
査
・
治
療
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
当
科
で
は

地
域
の
医
療
機
関

か
ら
安
心
し
て

頼
っ
て
い
た
だ
け

る
基
幹
病
院
と
し

て
、
ま
た
高
度
か

つ
最
先
端
の
医
療

を
提
供
で
き
る
医

療
機
関
と
し
て
医

局
員
一
同
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、

気
兼
ね
な
く
ご
紹

介
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

世
界
肝
炎
デ
ー

に
つ
い
て

診
療
科
紹
介

消
化
器
内
科

消
化
器
内
科
教
授　

�

江
﨑
　
幹
宏

連
携
病
院
紹
介

済
生
会
唐
津
病
院

看
護
師
特
定
行
為
研
修

特
定
行
為
研
修
担
当
看
護
師
長　

�

酒
井
　
宏
子

肝
疾
患
セ
ン
タ
ー　

副
セ
ン
タ
ー
長

�

磯
田
　
広
史

「
佐
賀
県
地
域
連
携
実
務
者
懇
話
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

佐
賀
県
健
康
福
祉
部
医
務
課
、
佐
賀
県
病
院
協
会
の
ご
協

力
を
得
て
、
令
和
４
年
10
月
７
日
に
「
佐
賀
県
地
域
連
携
実

務
者
懇
話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
会
は
佐
賀
県
に
お
け

る
地
域
医
療
連
携
を
担
う
実
務
者
の
方
々
と
相
互
交
流
、
情

報
交
換
を
行
い
、
県
内
の
医
療
・
看
護
・
地
域
連
携
の
強
化
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
はW

eb

形
式
で
、
県
内
の
41
医
療
機
関
実
務
者
１

０
０
名
の
方
及
び
県
医
務
課
、
病
院
協
会
担
当
者
の
方
に
参

加
頂
き
、「
相
互
交
流
・
情
報
共
有
」、「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」、

「
事
例
検
討
」、
連
携
実
務
者

の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
作
成
、

運
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

本
会
は
施
設
の
種
別
や
職

種
等
は
問
わ
な
い
た
め
、
地

域
連
携
に
従
事
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

済
生
会
唐
津
病
院
（
昭
和
９
年
開
設
）
は
現
在
、
１

９
３
床
全
て
急
性
期
一
般
入
院
料
１
で
Ｄ
Ｐ
Ｃ
標
準
病

院
群
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
半
ば
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
の
重
点
医
療
機
関
で
す
。

　

診
療
科
は
、
内
科
・
外
科
・
脳
外
科
・
整
形
外
科
・

放
射
線
科
・
麻
酔
科
が
中
心
で
す
。
医
療
と
福
祉
を
総

合
的
に
提
供
す
る
済
生
会
の
一
員
と
し
て
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
訪
問
看
護
な
ど
も
併

設
し
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
生
活
困
窮
者
対
応
や
結
核
・
へ
き
地
診
療
も

担
っ
た
困
難
な
時
代
を
踏
ま
え
る
と
、
良
好
な
経
営
と

良
質
な
医
療
の
両
立
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

人
材
の
確
保
と
育
成
が
最
重
要
で
す
。
佐
賀
大
学
医
学

部
附
属
病
院
か
ら
は
昭
和
59
年
以
来
、
長
年
医
師
を
派

遣
い
た
だ
き
、
現
在
、
常
勤
医
師
15
名
、
非
常
勤
医
師

12
名
の
派
遣
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
臨
床
研
修
病
院
及
び
専
門
医
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
医
師
の
育
成
に
関
与
で
き

る
点
に
も
、
大
学
・
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

�

院
長　

園
田
　
孝
志

■
手
術
を
受
け
る
患
者

　

 

麻
酔
科
医
の
指
示
の
下
で
手
術
麻
酔
管
理
を
補

助
し
て
い
ま
す

■
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
患
者

　

 

呼
吸
状
態
に
応
じ
た
人
工
呼
吸
器
の
調
整
や
気

管
チ
ュ
ー
ブ
の
位
置
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す

■�

動
脈
か
ら
の
血
液
検
査
が
必
要
な
患
者

　

 

動
脈
か
ら
の
採
血
を
行 

っ
て
い
ま
す

■�

イ
ン
ス
リ
ン
治
療
中
の
患
者

　

 

生
活
習
慣
や
体
調
に
応
じ
て
イ
ン
ス
リ
ン
の
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す

■�

床
ず
れ
等
、
傷
の
あ
る
患
者

　

 

傷
を
清
浄
化
す
る
処
置
を
し
て
い
ま
す

▲ECUでの診察の場面

▲手術麻酔管理の場面

本会の進め方について

参加施設のご紹介 メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�

副
セ
ン
タ
ー
長　

江
口
　
利
信


